
Ｑ
１

祇
園
橋
は
ど
こ
に
あ
る
の

祇
園
橋
は
、
熊
本
県
天
草
市
の
中
心
本
渡
の
船
之
尾
町
と
中
央
新
町
と
の
間
に
あ
り
ま

す
。
架
橋
当
時
は
町
山
口
村
と
い
う
地
名
で
し
た
。

祇
園
橋
は
、
旧
町
山
口
村
の
町
山
口
川
の
下
流
に
、
下
島
の
南
北
を
結
ぶ
往
還
橋
と
し

て
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
石
橋
と
し
て
は
最
初
の
架
橋
で
す
。
往
還
道
は
、
下
の
地
図
の
よ

う
に
、
現
在
の
本
渡
橋
と
諏
訪
橋
の
間
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
往
還
道
か
ら
や
や
外

れ
た
位
置
に
架
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
地
点
の
川
幅
が
広
い
こ
と
や
頑
丈
な
岩
盤
が
無
か
っ

た
た
め
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
辺
り
は
、
江
戸
時
代
の
天
草
の
首
都
が
富
岡
町
（
現
苓
北
町
富
岡
）
か
ら
、
維
新

・

・

後
、
本
渡
に
移
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
天
草
の
中
心
と
し
て
、
町
役
場
等
が
置
か
れ
、
ま
た

商
店
が
立
ち
並
び
、
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
筆
者
の
手
元
に
、
大
正
六
年
発
行
の
『
本
渡

案
内
』
と
い
う
地
図
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
見
ま
す
と
、
郡
役
所
、
警
察
署
、
本
渡
町

役
場
、
税
務
署
な
ど
の
官
公
署
（
所
）
が
こ
の
地
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
や

商
店
、
旅
館
な
ど
が
所
狭
し
と
建
っ
て
い
ま
す
。

大
正
六
年
で
す
か
ら
、
架
橋
か
ら
ず
い
ぶ
ん
後
（
84
年
後
）
に
な
り
、
当
時
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
祇
園
橋
か
ら
は
、
横
道
に
逸
れ
ま
す
が
、
つ
い
で

に
こ
の
地
図
に
書
か
れ
て
い
る
興
味
深
い
も
の
に
つ
い
て
、
記
し
て
見
ま
し
ょ
う
。

船
着
場
は
諏
訪
橋
で
、
こ
こ
か
ら
三
角
行
、
茂
木
（
長
崎
県
）
行
、
牛
深
行
そ
れ
ぞ
れ

一
便
出
て
い
ま
す
。
魚
市
場
が
現
在
の
銀
天
街
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
正
時
代
で
も
、
現

在
の
五
間
道
路
付
近
は
海
で
し
た
。
ま
た
、
発
電
所
も
諏
訪
橋
の
す
ぐ
近
く
に
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
、

ま
た
、
当
時
の
本
渡
町
の
現
況
も
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
戸
数
一
千
戸
、

人
口
四
、
九
五
九
人
と
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
天
草
郡
全
体
で
は
、
二
十
一
万
六
千
五
百

四
十
八
人
と
あ
り
ま
す
。
現
在
は
天
草
島
全
体
で
、
十
二
万
人
余
で
す
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん

多
か
っ
た
の
で
す
ね
。
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で
も
、
戦
後
、
官
公
庁
の
移
転
や
郊
外
の
大
規
模
商
店
の
登
場
で
、
か
つ
て
の
中
心
街

は
近
年
さ
び
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
寛
永
十
四
（
１
６
３
７
）

年
の
天
草
島
原
の
乱
で
は
、
こ
の
祇
園
橋
付
近
一
帯
で
、

唐
津
軍
と
一
揆
軍
と
が
衝
突
・
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
川
の
水
は
戦
死
者
の
血
で
真
っ

赤
に
染
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
ペ
ー
ジ
の
地
図
を
見
て
も
ら
う
と
、
千
人
塚
発

掘
の
地
が
み
ら
れ
ま
す
。
（
天
草
の
乱
に
つ
い
て
は
後
述
）

さ
ら
に
、
昭
和
三
十
九
（
１
９
６
４
）

年
に
は
、
中
央
商
店
街
で
全
半
焼
百
三
戸
と
い
う

本
渡
大
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
町
山
口
川
に
は
、
石
橋
と
し
て
は
、
祇
園
橋
の
約
2.2
Km
上
流
に
、
施
無
畏

橋
と
い
う
眼
鏡
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
橋
も
、
立
派
な
石
橋
で
す
。

（
p
41
天
草
の
石
橋
め
ぐ
り
参
照
）

Ｑ
２

な
ぜ
祇
園
橋
と
名
前
が
付
い
た
の

祇
園
橋
架
橋
当
時
は
、
名
前
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
橋
の
左
岸
に
祇
園
神
社
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
何
時
の
頃
か
ら
か
祇
園
橋
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
祇

園
橋
の
際
に
、
架
橋
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
た
だ
石
橋
と
記
銘
さ
れ
て
い
ま

す
。昔

は
橋
の
数
も
少
な
く
、
特
に
橋
に
名
前
を
付
け
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
祇
園
橋
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
か
ら
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
祇
園
橋
と
い
う
名
は
い
い
響
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
祇
園
社
が
あ
っ

た
か
ら
付
い
た
名
で
は
あ
り
ま
す
が
、
も
し
他
の
ダ
サ
い
名
前
だ
っ
た
ら
こ
れ
ほ
ど
有
名

に
は
な
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
前
に
、
祇
園
神
社
が
な
か
っ
た
ら
、
な
ん

と
呼
ば
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
な
ら
、
な
ん
と
名
前
を
付
け
ま
す
か
。
親
は
生

れ
た
子
に
、
苦
心
惨
憺
し
て
、
名
前
を
付
け
る
の
が
普
通
で
す
が
、
名
前
は
や
は
り
重
要

で
す
ね
。
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〈
薀
蓄
〉
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り

祇
園
神
社
は
正
式
に
は
八
坂
神
社
。
神
仏
分
離
以
前
は
、
現
在
主
祭
神
と
さ
れ
て
い
る
ス
サ
ノ
オ
が
、

祇
園
精
舎
の
守
護
神
で
あ
る
牛
頭
天
王
と
同
一
視
さ
れ
祀
ら
れ
て
い
た
。
明
治
以
後
は
、
仏
教
の
神
で

あ
る
牛
頭
天
王
は
祭
神
か
ら
外
さ
れ
、
ス
サ
ノ
オ
だ
け
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
総
本
社
は
京
都
の
八
坂
神

社
。
し
た
が
っ
て
祇
園
は
愛
称
。
し
か
し
、
祇
園
祭
な
ど
、
祇
園
と
い
う
名
は
各
地
の
地
で
親
し
ま
れ

て
い
る
。

Ｑ
３

祇
園
橋
は
い
つ
架
け
ら
れ
た
の

祇
園
橋
は
、
天
保
五
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。
西
暦
で
表
す
と
、
１
８
３
４
年
で
す
。

但
し
、
先
に
述
べ
た
架
橋
記
念
碑
に
は
、
天
保
五
年
と
記
銘
し
て
あ
り
ま
す
が
、
干
支

は
壬
辰
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天
保
五
年
は
壬
辰
で
は
な
く
、
甲
午
で
す
か
ら
、
年
号
と
干

支
が
相
違
し
て
い
ま
す
。
当
時
は
文
書
や
鳥
居
、
墓
な
ど
の
建
築
物
に
は
必
ず
、
年
号
と

干
支
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
当
時
の
人
は
、
干
支
と
年
号
を
間
違
う
は
ず
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
相
違
に
つ
い
て
、
地
域
研
究
史
家
の
鶴
田
文
史
氏
は
、
次
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
ま
す
。

元
々
三
年
に
竣
工
す
る
は
ず
だ
っ
た
た
め
、
記
念
碑
に
は
、
天
保
三
年
壬
辰
と
刻
字
し

て
い
た
が
、
何
ら
か
の
都
合
で
竣
工
が
五
年
に
な
っ
た
。
こ
の
都
合
と
は
、
天
草
で
、
天

保
三
年
に
大
一
揆
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
架
橋
完
成
を
遅
ら
せ
た
こ
と
に
関
係

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
時
記
念
碑
は
既
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
た
め
、
三
に
線

を
入
れ
て
て
五
に
し
た
が
、
壬
辰
を
甲
午
に
は
修
正
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
い
た
、
と
。
（
『
国
重
文

祇
園
橋
』
参
照
）

修
正
が
な
か
っ
た
と
し
て
干
支
を
重
視
す
る
と
、
天
保
三
年
に
な
る
の
で
、
祇
園
橋
の

竣
工
は
、
三
年
説
も
あ
り
ま
す
。
年
数
字
を
よ
く
見
る
と
、
三
を
五
に
し
た
よ
う
な
、
あ

る
い
は
傷
の
よ
う
な
、
微
妙
な
と
こ
ろ
で
す
。
（
下
写
真
参
照
）
さ
て
、
ど
ち
ら
が
正
し
い

の
で
し
ょ
う
か
。
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文
化
庁
登
録
に
は
、
三
年
説
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

架
橋
竣
工
は
三
年
か
五
年
で
す
が
、
そ
れ
で
は
架
橋
に
取
り
掛
か
っ
た
の
は
、
い
つ
で

し
ょ
う
か
。
確
か
な
史
料
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
史
研
究
家

の
鶴
田
文
史
氏
は
、
戯
曲
「
天
草
の
大
石
橋
・
架
橋
物
語
」
で
、
取
り
掛
り
（
発
起
）
を

文
政
十
二
（
１
８
２
９
）

年
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
石
切
り
が
始
ま
っ
た
の
が
、
天
保

元
年
、
架
橋
工
事
開
始
は
、
天
保
三
年
、
そ
し
て
完
成
が
天
保
五
年
と
し
て
、
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
で
も
こ
れ
だ
け
の
工
事
は
、
ず
い
ぶ
ん
か
か
る
と
思
う
の
で
、
実
際
は

ま
だ
長
い
年
月
を
要
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

架
橋
竣
工
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
明
治
維
新
が
１
８
６
８
年
で
す
か
ら
、
維
新
の
約

30
年
前
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
天
保
と
い
え
ば
、
水
野
忠
邦
の
天
保
の
改
革
（
天
保
十

二
～
十
四
年
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
改
革
が
行
わ
れ
た
と
い
う
事
は
、
つ
ま
り
世
の
中

が
正
常
で
な
か
っ
た
と
い
う
事
で
す
。

大
塩
平
八
郎
の
乱
（
天
保
八
年
）
や
、
各
地
で
大
規
模
な
百
姓
一
揆
が
起
き
た
り
と
混
沌

と
し
た
世
の
中
で
し
た
。
ま
た
モ
リ
ソ
ン
号
事
件
（
天
保
八
年
）
や
、
清
国
で
は
ア
ヘ
ン
戦

争
（
天
保
十
一
～
十
四
年
）
が
起
き
る
な
ど
、
外
国
か
ら
の
脅
威
も
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
幕
府
だ
け
で
な
く
諸
藩
で
も
財
政
危
機
が
高
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

で
は
、
天
草
で
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
総
人
口
が
十
四
万
人
を
超
え
、
超
過
密

の
上
、
異
常
気
象
に
よ
り
、
農
産
物
は
不
出
来
で
、
庶
民
は
困
苦
に
あ
え
い
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
流
通
経
済
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
金
を
持
た
な
い
農
民
は
、
銀
主
へ
の

借
金
を
し
、
そ
の
返
済
が
で
き
ず
、
田
畑
を
取
ら
れ
る
な
ど
、
貧
富
の
差
が
大
き
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

当
時
は
年
間
一
人
一
石
の
米
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
生
産
性
も
低
く
、

標
準
で
一
反
で
生
産
で
き
る
米
は
一
石
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
米
を
全
島
民
で
消
費
す

る
と
し
て
単
純
計
算
す
る
と
、
天
草
は
二
万
四
千
石
程
度
だ
っ
た
の
で
、
せ
い
ぜ
い
二
万
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余
人
が
妥
当
な
人
口
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
百
姓
が
生
産
し
た
米
は
、
年
貢
と
し
て
取
ら
れ
、
手
元
に
残
る
米
は
わ
ず
か
。

で
は
生
産
者
た
る
百
姓
が
食
べ
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
金
に
換
え

た
り
、
借
金
の
返
済
に
あ
て
た
り
、
米
は
、
正
月
と
盆
に
食
べ
ら
れ
る
と
い
い
方
で
し
た
。

そ
の
う
え
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
起
き
、
生
産
性
は
ま
す
ま
す
低
く
、
か
と
い
っ
て
、

年
貢
は
納
め
ね
ば
な
ら
ず
。

こ
の
よ
う
に
、
困
苦
に
喘
ぐ
天
草
で
は
、
騒
ぎ
百
姓
騒
動
（
一
揆
）
が
頻
発
す
る
な
ど
、

世
情
は
混
沌
と
し
て
い
ま
し
た
。

天
保
三
年
か
ら
は
少
し
後
（
15
年
後
）
に
な
り
ま
す
が
、
弘
化
四
（
１
８
４
７
）
年
に

は
、
第
二
の
天
草
の
乱
と
も
称
さ
れ
る
、
弘
化
の
大
一
揆
が
起
き
て
い
ま
す
。

よ
く
こ
ん
な
時
代
に
、
大
事
業
と
も
い
え
る
、
祇
園
橋
が
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

天
草
は
、
一
般
的
に
天
領
（
幕
府
領
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
領
時
代
あ
り
、
ま

た
、
同
じ
天
領
で
も
、
専
任
代
官
が
い
た
時
代
、
長
崎
代
官
や
日
田
郡
代
の
兼
任
時
代
、

島
原
藩
主
兼
帯
時
代
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し
く
支
配
者
が
替
わ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
支
配

者
は
三
十
三
名
も
の
人
が
替
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
、
天
草
の
不
幸
と
言
っ
て
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
橋
の
架
橋
当
時
は
、
長
崎
代
官
高
木
忠
任
兼
任
で
、
天
保
三
年
三
月
に
、
日
田
郡

代
塩
ノ
谷
正
義
兼
任
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
わ
ず
か
四
ヶ
月
後
に
は
、
長
崎

代
官
高
木
忠
篤
兼
任
に
替
わ
る
と
い
う
慌
た
だ
し
さ
で
す
。

あ
る
意
味
、
幕
府
に
と
っ
て
天
草
は
、
厄
介
者
だ
っ
た
と
僻
み
た
く
も
な
り
ま
す
。

ひ
が

「
参
考
①
」
天
保
二
年

こ
の
歳
、
郡
中
総
石
高
二
万
四
千
六
百
七
十
七
石
二
斗
三
升
二
合
一
勺
、

総
人
数
十
四
万
千
五
百
八
十
八
人
な
り
（
『
天
草
近
代
年
譜
』
松
田
唯
雄
著
）

「
参
考
②
」
天
草
支
配
者
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
は
、
HP
「
天
草
探
見
」(

管
理
人
・
拙
著

者)

を
参
照
く
だ
さ
い
。

15

南
蛮
え
の
き
あ
り
し
頃
の
祇
園
橋

絵

上
中
万
五
郎

『
国
重
文
の
祇
園
橋
』
よ
り


